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１．はじめに  近年わが国では農地は減少の一途をたどり転用や耕作放棄されている．また，農

業施設の一つであるため池も管理の不十分さから老朽化が進行しているのが現状である．ため池の

受益地域内の農家では，ため池と農地を一体的に管理していくことか課題とされ，農地およびため

池の実態把握が重要な基礎データとして必要となる．本研究は上記課題に向けた現状把握を目的と

して，ため池を農業用水の取水手段の主として扱い農業を行う香川県さぬき市寒川町を事例として，

1970年代に存在した農地およびため池が約30年後の2000年代にどのような変化をしてきたのか，

その特徴を回帰分析により明らかにするとともに，ため池の実態調査を現地で行い，ため池の維持

管理体制が農地変化に与える影響の評価を行う． 

2．研究方法  1970年代のオルソ空中写真において農地及び

ため池のポリゴンを GIS上で作成し，ポリゴン内に標高やた

め池台帳，国勢調査などのデータの抽出を行う．それらを説明

変数として農地およびため池の変化に関する回帰分析を行う．

農地変化の回帰分析には 2000年代の変化後の土地利用種(農

地・宅地・耕作放棄)，ため池変化の回帰分析には 2014年時点

でのため池の有無を従属変数としたロジットモデルを用いる．   

さらに，ため池の受益地域のポリゴンを現況用水系統図を参

考に作成し，その受益地内の農地ポリゴンを抽出したのち，現

地調査で得られた，ため池管理実態を中心としたデータを説明

変数としてロジットモデルによる回帰分析を行う．従属変数に

ついては上記の農地変化の回帰分析と同様のものを用いる．本

解析に用いたロジットモデルの式は以下のとおりである． 

pik：地点 kがカテゴリーiとなる確率，j：説明変数の添字，k：

地点の添字，xjk：地点 kにおける j番目の説明変数，βij：カ

テゴリーiの j番目における回帰係数，Ci：カテゴリーiの切片，

N：カテゴリー数，i：カテゴリーの添字 
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表 1 農地変化の回帰結果 

Table1 Recurrence result of 

farmland change 
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3．結果と考察  農地の変化後の土地利用種を従属変数としたロジット回帰では説明変数「標高」

や「畑の経営面積」など多くの変数で 5％の有意水準を満たし，適合度の指標であるMcFadden R2

は 0.28と一般的に 0.2以上で良好とされる値を満たした．変数減少法後，5％水準で有意な変数の

中でも特徴的な変数を示したものが表１である．カテゴリー「宅地」と「耕作放棄地」を比較する

と説明変数「標高」などのように回帰係数の符号が逆の変数がい

くつか見られることから変化の特徴には負の相関があることが

推察できる．また，道路については土地所有者の意思ではなく，

政策的に変化するものがほとんどであるため，本研究においては

参考程度の表記としている． 

次にため池変化についてのロジット回帰結果を表 2に示す．モ

デル適合度McFadden R2は 0.23となった．また，5％水準で有

意な変数は少数であったが，回帰結果において「1994年の草刈回

数」などの変数は 5％水準で有意となっており，ため池の変化に

関わりをもつことが推測できる． 

最後にため池受益地内農地の土地利用種を従属変数とした回帰

結果を表 3に示した．結果を見るとモデル適合度McFadden R2

は 0.07となったが，5％水準で有意な変数が多数存在しているこ

とから，農地の変化にため池の管理実態が関連していることが示

される結果となった． 

4．おわりに  本研究ではため池受益地域における約 30年間で

の農地の土地利用変化の特徴を示すことができ，ため池の変化

には草刈り回数などの変数との関わりが大きいことを示す結

果となった．また，ため池の受益地内の農地変化とため池の管

理実態との関連性は明らかとなったがモデルの適合度は低く

改善の余地が残された．今後，新たな説明変数を加え，より細

かい集計単位でのデータを使用し分析することが望まれる．さ

らに，それらのデータから 10年後，20年後の農地およびため

池変化のシミュレーションにつなげていくことで課題である

農地とため池の一体的な保全に向けた有益な研究としていく

ことができると考えられる。 
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表 3 受益地内農地変化の回帰結果 

Table3 Recurrence result of 

irrigation ponds service area change 

表 2 ため池変化の回帰結果 

Table2 Recurrence result of 

irrigation ponds change 
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